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■特集
「白神山地を考える旬間」

計画課

■美しい森
も

林
り

づくり
「アカマツ資源を活用した地域振興」

南部アカマツ振興センター
（久慈地方森林組合）

■我が署の隠れた名所
米代西部森林管理署

「黒滝」

（歴史的建造物の修復用資材の供給に寄与する「古事の森」づくりが岩手県平泉町で開催されました）

（詳細は４頁で紹介）

植樹会へ参加した小学校４校の各代表者による

【古事の森宣言】
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アカマツ資源を活用した
地域振興

南部アカマツ振興センター
（久慈地方森林組合）

は
じ
め
に

久
慈
地
域
の
ア
カ
マ
ツ
は
他
地
域
と

比
較
し
て
太
く
て
通
直
で
あ
る
も
の
が

多
く
、
地
域
品
種
で
あ
る
「
侍
浜
松
」

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
目
が
詰
ん
で
、

材
が
赤
味
・
光
沢
が
あ
る
、
優
良
な
資

源
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
ま

す
。本

地
域
で
は
、
優
良
且
つ
豊
富
な
ア

カ
マ
ツ
資
源
を
強
み
と
し
て
、
林
業
関

係
者
が
一
丸
と
な
り
、
ア
カ
マ
ツ
製
材

品
の
販
売
促
進
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
本
地
域
の
ア
カ
マ
ツ
振
興

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
振
興
上
の
課
題
は

こ
れ
ま
で
、
ア
カ
マ
ツ
は
梁
、
桁
な

ど
の
建
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
現
在
は
、
外
材
、
集
成
材
に
代

替
さ
れ
、
需
要
は
非
常
に
少
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
国
産
材
利
用
の
気
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
の
安
全
性

確
保
、
瑕か

疵し

保
証
お
よ
び
建
築
の
短
期

化
な
ど
に
よ
り
、
製
材
品
に
は
乾
燥
に

よ
る
寸
法
安
定
、
納
期
の
短
縮
化
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
振
興
の
取
組
み
は

平
成
一
八
年
か
ら
「
南
部
琥
珀
松
」

の
商
標
登
録
、「
ア
カ
マ
ツ
販
売
戦
略
」

の
策
定
、「
南
部
ア
カ
マ
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
」
の
設
立
、
展
示
会
へ
の
出
展
な

ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
同
セ
ン
タ
ー
は
製
品
製
造
、
調

査
研
究
、
普
及
啓
発
の
三
部
門
で
形
成

さ
れ
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
林
業
の
振

興
を
図
る
組
織
と
し
て
現
在
活
動
の
核

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
振
興
の
方
向
性
は

国
産
・
天
然
材
志
向
の
設
計
士
、
工

務
店
の
「
安
心
・
安
全
な
住
宅
を
国
産

材
で
建
て
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
優
良
な
天
然
ア
カ
マ
ツ
材
を
提
供

す
る
こ
と
。
ま
た
「
天
然
ア
カ
マ
ツ
、

天
然
乾
燥
」、「
高
化
粧
性
内
装
材
」、

「
特
殊
材
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
、
消

費
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
等
に
対
応
す
る

た
め
、
材
質
の
説
明
等
、
需
要
者
か
ら

の
要
望
に
対
応
し
な
が
ら
、
久
慈
地
域

ア
カ
マ
ツ
材
の
販
売
を
展
開
す
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
実
務
レ
ベ
ル
で
は
、

(1)

需
用
者
の
求
め
る
製
品
や
そ
の

「侍浜松」保護林

センター設立の会議

品
質
の
情
報
を
収
集
す
る

(2)

売
込
み
先
の
絞
込
み
と
営
業
用

の
説
明
資
料
を
整
備
す
る

(3)

納
期
や
品
質
な
ど
注
文
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
受
注
体
制
を
確
立

す
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
取
組
み
は

ア
カ
マ
ツ
製
材
品
の
販
売
促
進
に
必

要
な
情
報
を
整
備
し
、
国
産
・
天
然
材

志
向
の
設
計
士
、
工
務
店
な
ど
の
需
要

者
に
対
し
営
業
、
意
見
交
換
を
進
め
る

一
方
で
、
地
域
関
係
者
間
で
打
ち
合
わ

せ
を
実
施
し
、
課
題
の
抽
出
と
解
決
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
活
動
を

徐
々
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
地
域

林
業
の
活
性
化
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

アカマツ材を利用した展示
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コラム【森のお話】

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
低
炭
素
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
大
き

な
政
策
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実

現
に
は
、
太
陽
光
、
地
熱
、
風
力
、
水
力
、

波
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
あ
ら
ゆ
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
と
省
エ
ネ
の
推
進
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
背

景
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
中
で
最
も
大
き
な

蓄
積
量
を
誇
る
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
間
伐

手
遅
れ
の
人
工
林
の
適
正
な
管
理
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
間
伐
を
定
期
的
に
行
い
、

あ
わ
せ
て
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
賢
く
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
森
林

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
効
率
的
に
進
め
る
と
、

林
地
に
残
存
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
が
少
な
く

な
り
、
土
壌
の
栄
養
分
が
減
る
な
ど
林
地

へ
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の

効
率
的
利
用
と
林
地
の
保
全
と
を
共
存
さ

せ
る
た
め
、
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
森
林
総
合
研
究
所
・
東
北
支
所
が
中
心

に
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

の
強
度
収
穫
と
林
地
保
続
性
の
共
存
」
を

紹
介
し
、
関
係
各
位
の
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
課
題
で

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
需
要
に
如
何
に
し
て
森

林
生
態
系
が
応
え
る
べ
き
か
の
基
礎
研
究

の
場
を
東
北
森
林
管
理
局
内

に
試
験
地
と
し
て
確
立
し
、

こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
地
域

社
会
の
中
で
バ
イ
オ
マ
ス
需

要
と
供
給
を
適
切
に
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
三
期
科
学
技
術
基
本
計

画
の
中
で
、
戦
略
重
点
科
学

技
術
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
と
持
続
的
な
シ
ス
テ
ム

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
的

な
利
活
用
は
、
ま
さ
に
こ
れ

に
合
致
し
て
い
ま
す
。
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
林
水
産

研
究
基
本
計
画(

平
成
十
九
年

改
訂)

の
研
究
開
発
項
目(

四)

バ
イ
オ
マ
ス
の
地
域
循
環
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
に
位
置
づ

け
ら
れ
ま
す
。
森
林
総
合
研

究
所
は
既
に
、
技
術
会
議
委

託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
域
活

性
化
の
た
め
の
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
」
に
お
い
て
、
岐
阜
中

【森のお話】 

「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
賢
く
利
用
す
る
た
め
に
」

―
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
―

新
　
山
　
　
　
馨

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
　
地
域
研
究
監

山
間
地
域
を
対
象
に
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
モ

デ
ル
に
関
す
る
研
究
を
平
成
十
九
〜
二
十

一
年
に
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
中
小
の
製

材
工
場
に
お
け
る
残
材
活
用
の
方
向
性
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
総
研
委
託
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
北
東
北
三
県
の
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
可
能
量
の
市
町
村
毎
の
推
計

と
コ
ス
ト
に
関
す
る
数
値
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
、
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
全
木
、
全
幹
、

短
幹
集
材
と
い
っ
た
集
材
タ
イ
プ
ご
と
の

生
産
性
や
収
穫
後
の
林
地
の
地
力
や
森
林

生
態
系
全
体
へ
の
影
響
に
関
し
て
調
べ
た

デ
ー
タ
は
少
な
く
、
様
々
な
林
地
で
相
互

に
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
人
工
林
の
長
伐
期
化
と
今
後
の
多

様
な
森
林
施
業
に
即
し
た
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
の
持
続
性
に
つ
い
て
、
全
く
新
し

い
視
点
で
の
研
究
の
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
目
標

・
東
北
地
域
を
対
象
と
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
の
需
要
者
と
森
林
組
合
や
素
材
生

産
業
等
の
供
給
者
を
つ
な
ぐ
モ
デ
ル

を
提
示
す
る
。

・
東
北
地
域
を
対
象
に
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
収
穫
工
程
を
既
存
の
森
林
作
業
に

組
み
込
む
シ
ス
テ
ム
を
提
示
す
る
。

・
東
北
森
林
管
理
局
内
に
試
験
地
を
設

定
し
、
異
な
っ
た
収
穫
作
業
に
よ
る

林
地
へ
の
初
期
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
得
る
。

期
待
さ
れ
る
成
果
と
そ
の
活
用

・
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
積
極
的
に

取
り
組
む
市
町
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

・
収
穫
コ
ス
ト
と
環
境
影
響
に
配
慮
し

た
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
強
度
収
穫
指
針

を
作
成
す
る
。

・
収
穫
強
度
を
変
え
て
間
伐
を
行
い
立

地
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
特
に
初

期
イ
ン
パ
ク
ト
と
短
期
的
回
復
状
況

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
。

こ
れ
は
次
期
の
長
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
盤
デ
ー
タ

と
な
る
。
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後
、
参
加
し
た
小
学
校
四
校
の
各
代
表

者
に
よ
る
「
古
事
の
森
宣
言
」
が
行
わ

れ
、
植
樹
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
小
学
生
達
は
、「
将
来
植
え
た
木

が
金
色
堂
な
ど
に
役
に
立
っ
た
ら
い
い

な
と
思
い
な
が
ら
植
え
ま
し
た
」「
こ

こ
が
虫
や
鳥
た
ち
が
集
ま
る
森
に
な
っ

て
欲
し
い
」
な
ど
話
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
古
事
の
森
の
提
唱
者

で
あ
る
立
松
氏
に
よ
る
「
古
事
の
森
を

つ
く
ろ
う
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
立
松
氏
は
「
日
本
各
地
に
は
木

の
文
化
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
木
造
文

化
財
等
の
歴
史
的
建
造
物
や
伝
統
工
芸

な
ど
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
伝
統
文

化
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
将

来
に
わ
た
り
維
持
・
継
承
し
て
い
く
た

め
定
期
的
な
修
復
に
必
要
な
資
材
を
安

定
的
に
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
、
林
野
庁
へ
相
談
し
実
現
す
る
こ
と

が
出
来
た
」「
記
念
す
べ
き
十
箇
所
目

が
東
北
初
と
な
る
こ
こ
平
泉
に
な
り
嬉

し
く
思
う
」「
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

「
こ
の
協
定
書
調
印
が
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
地
域
全
体
で
木
の
文
化
を
守
る
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
、
岩

下
署
長
は
「
皆
さ
ん
と
協
力
を
し
な
が

ら
歴
史
的
建
造
物
の
維
持
に
必
要
な
森

づ
く
り
に
努
め
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
今

後
の
協
力
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
植
樹
会
場
へ
移
動
し
、
古
久
保

東
北
森
林
管
理
局
長
か
ら
「
苗
木
を
植

え
る
と
と
も
に
、
文
化
財
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
育
て
て
欲
し
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
ヒ
バ
や
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
二
百

五
十
本
を
植

樹
、
古
事
の

森
の
提
唱
者

で
あ
る
立
松

氏
も
参
加

し
、
小
学
生

へ
植
樹
指
導

を
行
い
な
が

ら
一
緒
に
丁

寧
に
植
え
た

林
野
庁
で
は
、
国
内
の
神
社
、
仏
閣
、

城
郭
、
旧
家
な
ど
の
歴
史
的
木
造
建
造

物
の
修
復
に
必
要
な
樹
齢
二
百
年
か
ら

四
百
年
の
大
径
木
を
育
て
る
超
長
期
の

森
づ
く
り
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
日
本
の
木
の
文
化
を
支
え
て
い
く
活

動
を
進
め
る
「
古
事
の
森
」
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

九
月
二
十
六
日
（
土
）
関
係
者
や
地

元
平
泉
町
及
び
奥
州
市
衣
川
区
の
小
学

四
年
生
総
勢
約
二
百
人
が
参
加
し
、
平

泉
古
事
の
森
設
定
の
た
め
の
植
樹
及
び

協
定
書
締
結
式
、
提
唱
者
で
あ
る
立
松

和
平
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。協

定
書
締
結
式
で
は
、
地
元
の
関
係

機
関
・
団
体
で
組
織
す
る
古
事
の
森
育

成
協
議
会
会
長
で
あ
る
高
橋
一
男
平
泉

町
長
と
岩
下
秀
美
岩
手
南
部
森
林
管
理

署
長
が
超
長
期
の
森
づ
く
り
に
向
け
、

植
樹
や
保
育
等
の
活
動
に
つ
い
て
の
協

定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
高
橋
町
長
は

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

指
導
普
及
課

木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り

「
平
泉
古
事
の
森
」
を
設
置

〜
東

北
　
で
　
は
　
初
〜

に
植
樹
体
験
を

通
じ
文
化
財
と

の
結
び
つ
き
が

出
来
た
う
え

で
、
平
泉
古
事

の
森
を
こ
れ
か

ら
は
地
元
の
人

達
が
守
り
育
て

る
活
動
を
続
け
て
欲
し
い
」
な
ど
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
古
事
の
森
を
開
催
し
た
平
泉

は
、
九
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
世

界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議
に
お

い
て
、
二
○
一
一
年
の
世
界
遺
産
登
録

の
候
補
に
推
薦
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
木
造
文
化
を
継
承
す
る

気
運
の
高
ま
り
も
感
じ
ま
し
た
。

未来のため一生懸命植えました

植樹会場での古久保局長挨拶

立松氏による講演

植樹を終え参加者全員で記念写真
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授
は
、
自
ら
ブ

ナ
林
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
の

た
め
、
年
に
数

回
白
神
山
地
世

界
遺
産
地
域
核

心
部
に
入
っ
て
お
り
、
広
大
な
白
神
山

地
は
え
も
言
わ
れ
ぬ
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
。
森
林
の
価
値
は
多
様
で
あ
り
、

多
様
な
価
値
観
、
多
様
な
視
線
で
地
域

や
人
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
き
た
い

と
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
秋
田
県
側
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
巡
視
員
で
あ
る
鎌
田
孝
一
さ

ん
、
青
森
県
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視

員
の
中
濱
和
夫
さ
ん
、
日
本
山
岳
会
青

森
支
部
長
の
下
山
寿
さ
ん
、
西
目
屋
村

長
の
関

和
典
さ
ん
の
ほ
か
、
東
北
地

域
環
境
研
究
会
理
事
長
の
浅
沼
晟
吾
さ

ん
、
当
局
平
野
計
画
部
長
の
六
名
で
蒔

田
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

各
自
の
活
動

状
況
を
紹

介
、
意
見
交

換
を
行
い
ま

し
た
。

意
見
交
換

で
は
、
少
子

化
に
よ
り
自

然
の
大
切
さ

を
教
え
て
い

く
こ
と
が
難

し
く
な
り
、

一
、【
秋
田
県
】

九
月
一
日
（
火
）
秋
田
市
中
通
の
イ

ヤ
タ
カ
に
お
い
て
、
白
神
山
地
世
界
遺

産
地
域
に
お
け
る
適
正
な
保
全
管
理
を

前
提
と
し
た
利
用
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ

と
し
た
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
、
一
般
市
民
の
ほ
か
に
秋
田

県
内
の
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
や
行
政
関
係
者
な

ど
約
百
名
が
出
席
、
冒
頭
平
野
計
画
部

長
よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
趣
旨
、

白
神
の
歴
史

に
つ
い
て
説

明
の
後
、
蒔

田
明
史
秋
田

県
立
大
学
教

授
か
ら
「
世

界
遺
産
白
神

山
地
の
価

値
」
と
題
し
、

基
調
講
演
が

あ
り
ま
し

た
。
蒔
田
教

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
白
神
山
地

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
以
前
よ

り
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
し
、

保
全
と
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
白
神
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
五
年
十
二
月
の
世
界
遺
産
登
録

を
機
に
、
豊
か
な
ブ
ナ
の
森
を
目
指
し
、

来
訪
者
が
各
地
よ
り
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
昨
年
九
月

世
界
遺
産
地
域
内
で
ブ
ナ
の
損
傷
が
相

次
い
で
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
マ
ナ

ー
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ

る
自
然
再
生
活
動
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
白
神
山
地
周
辺
に
お
い
て
も
ス
ギ

人
工
林
を
広
葉
樹
と
の
混
交
林
に
す
る

な
ど
、
一
層
の
活
動
の
充
実
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
九
月
一
日
か
ら
十
日
ま

で
「
白
神
山
地
を
考
え
る
旬
間
」
と
し

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
現
地
説

明
会
及
び
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
集
中
的

に
行
い
ま
し
た
。

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

計
　
画
　
課

白
神
山
地
を
考
え
る
旬
間

〜
適
正
な
保
全
管
理
と
今
後
の
自
然
再
生
活
動
の
あ
り
方
〜

と
て
も
残
念
に
思
う
と
の
意
見
や
、
自

然
再
生
事
業
で
単
に
ブ
ナ
の
造
林
を
行

う
の
で
は
な
く
、
自
生
す
る
高
木
広
葉

樹
を
促
す
方
法
等
多
様
な
樹
種
で
構
成

さ
れ
る
森
を
目
指
す
植
樹
方
法
の
紹

介
、
更
に
は
「
二
一
世
紀
は
再
生
の
時

代
」
地
域
住
民
や
保
護
団
体
も
入
っ
た

大
き
な
仕
組
み
で
次
世
代
へ
ゆ
っ
く
り

繋
い
で
い
き
た
い
等
多
数
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
藤
里
セ
ン
タ
ー
や
東
北

地
方
環
境
事
務
所
か
ら
の
パ
ネ
ル
展
示

も
あ
り
、
参
加
者
は
白
神
山
地
世
界
遺

産
地
域
内
の
豊
か
な
自
然
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

二
、【
青
森
県
】

九
月
七
日
（
月
）
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町

の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
白

神
山
地
周
辺
地
域
の
自
然
再
生
活
動
の

推
進
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
白
神
山
地
周

辺
地
域
の
自
然
再
生
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
森
県
内
の
世
界
遺
産
地

域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

行
政
・
地
元
住
民
ら
約
百
名
が
出
席
、

冒
頭

橋
指
導
普
及
課
長
よ
り
当
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
説
明
の
後
、
昨
年
白

神
山
地
周
辺
の

国
有
林
に
点
在

す
る
ス
ギ
人
工

林
を
将
来
的
に

広
葉
樹
林
に
戻

す
「
自
然
再
生

計
画
」
を
分
か

関係者約100名が集まったシンポジウム

蒔田教授による講演

牧田名誉教授による講演

会場からは活発な意見が出されました
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国有林野管理課長 

高倉　利弘 
くら とし ひろ 

（秋田県） 

48・ 4 

12・ 4 

14・ 4 

18・ 4

秋田局造林課採用 

林野庁林政課監査官 

東北局自然遺産保全調整官 

東北局指導普及課長 

森林整備部長 
だ ゆう じ 

（富山県） 

56・ ４ 

 ２ ・ ４ 

13・ ４ 

19・ ４ 

農林水産省入省 

熊本局日田署長 

九州局販売課長 

関東局磐城署長 

石田　祐二 新任者略歴 

紹 介 紹  介 
（10月1日付） 

新任者略歴 

り
や
す
く
説
明
し
た
「
自
然
再
生
マ
ッ

プ
」
に
つ
い
て
説
明
、
引
き
続
き
「
白

神
山
地
周
辺
地
域
の
自
然
再
生
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
牧
田

肇
弘
前
大
学
名

誉
教
授
の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
自
然
再
生
活
動
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
生
態
系
の
自
然
を
重
視
し

長
く
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
事
や

自
然
再
生
特
区
の
設
定
な
ど
も
必
要
で

は
な
い
か
と
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し

た
。テ

ー
マ
に
基
づ
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
巡
視
員
で
あ
り
、
赤
石
川
を
守
る

会
会
長
で
も
あ
る
中
濱
和
夫
さ
ん
が
秋

田
県
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
、
鰺
ヶ
沢
町
長

の
長
谷
川
兼
己
さ
ん
や
東
北
大
学
生
命

科
学
研
究
科
教
授
の
中
静
透
さ
ん
、
原

田
正
春
前
津
軽
白
神
自
然
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
の
計
四
名
で
牧

田
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

長
谷
川
町

長
か
ら
は
、

こ
こ
鰺
ヶ
沢

町
は
第
一
次

産
業
の
町
で

あ
り
、
森
を

守
り
、
海
を

育
む
事
が
重

要
で
あ
り
、

自
然
再
生
活

動
へ
の
町
民
の
意
識
向
上
を
図
り
た
い

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
中
静
教
授
か
ら

は
、
自
然
再
生
マ
ッ
プ
作
製
に
携
わ
っ

た
が
、
活
動
を
継
続
す
る
中
で
そ
の

時
々
で
の
見
直
し
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
活
動
を
記
録
し
活
動
地
域
の
変
化

を
検
証
す
る
事
も
必
要
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
原
田
前
所
長
か
ら
は
、

自
然
再
生
活
動
を
進
め
る
に
当
た
り
、

技
術
指
導
や
安
全
確
保
の
た
め
に
各
団

体
等
と
の
意
見
交
換
が
重
要
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
会
場
で
は
こ
の
他
に
津
軽
白
神

自
然
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

パ
ネ
ル
展
示
や
翌
八
日
に
は
自
然
再
生

マ
ッ
プ
に
基
づ
く
現
地
説
明
会
も
実
施

さ
れ
、
参
加
者
一
同
自
然
再
生
活
動
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

地元住民の参加が多く見られた会場

現地説明会の様子

～森の仲間の裏話　7～ 

へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ 
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター所長　青山　一郎 

　今夏、山形のブナ林にはウエツキブナハムシが大発生しました。幼虫、成虫ともブ
ナの葉を食害し、激害地では８月には山全体が色づき、話題になりました。早くから
被害の出ている地域では、子虫の誕生前に親が食い尽くしていました。 
　同様にブナ林を裸にする虫としては、周期的に大発生するブナアオシャチホコが
有名ですが、どちらも枯死するほどのダメージを与えない点は、ナラ枯れと決定的
に違います。 
　先日、ハムシ被害で季節外れに葉を落とした明るいブナ林に入ると、ひらひらと
白い小さい虫がそこかしこに舞い、幹にも樹皮にも同化した彼らがたくさん留まっ
ていました。 
　この小さな蛾、ナナスジナミシャクも若芽に食い込むブナ喰いです。ハムシが暴れ
ている時期を蛹ですごしたのでしょう。落葉のダメージは受けていないようです。同
じブナの害虫でも、山を裸にする前述のハムシやブナシャチに較べ、ずっと控えめな
存在にも見えますが、実はブナの実の豊凶を大きく左右する種です。 
　多くの生物が暮らす森で、小さな虫がたまに大発生して存在感を示すのも、森の
スケールで見れば、良くあることなのかもしれませんね。 

ブナ喰いた
ち ブナ喰いた
ち 

ウエツキブナハムシの幼虫（写真右）と成虫 

ハムシによる食害 

樹皮に擬態したナナスジナミシャク（写真右） 

特集コーナー
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小泊森林事務所は、「津軽海峡に限りなく近
い日本海側」に位置しており、本州における
日本海側の最北端地域を管轄しています。冬
は日本海側からの季節風をまともにうけ、夏
はやませの通り道になるなど気候条件の厳し
いところです。
さて、当事務所管

内の森林資源の状況
ですが、管轄面積約
5,600haのうち、ス
ギ人工林が約15％に
とどまるのに対して、
ヒバやブナ等の広葉
樹を中心とした天然
生林は約70％を占め
ており、手つかずの
森林が多く残ってい
ることが特徴だといえます。造林請負事業の
監督業務や収穫調査をはじめ、スギの人工造
林地に目が行きがちですが、今回は天然林に
スポットを当ててみたいと思います。
そもそも、私が天然林に興味を持つきっか

けは、海岸線から山の斜面に広がる広葉樹林
でした。現場に行く際、官用車からよく眺め
る景色なのですが、樹種など詳しいことはほ
とんどわからない状況でした。
そこで、まず初めに、以前から気になって

いた海岸線沿いに生育する広葉樹の低木一斉
林を観察したところ、「カシワ」であることが
判明しました。関西出身の私にとっては、「カ
シワ」は里山林で高木林を形成している印象
があったので、新鮮な驚きがありました。ま
た、樹高が２～３メートルに押さえられてい
る姿は、冬の季節風の強さを物語っているよ
うに感じました。
次に、小泊における「カシワ」の分布状況

が知りたくなったので、WEB等で調べたとこ
ろ、地域毎に詳細な「植生図」を提供してい
るサイトを見つけました。
みなさんは「植生図」というものをご存じ

でしょうか？「植生図」は、構成単位を植物
種ではなく植物の組み合わせである植物群落
として捉えて、植物の分布パターンを示した
ものです。もちろん「カシワ」だけではなく、
主要樹種の分布状況が確認できるようになっ

津軽森林管理署　金木支署

小泊森林事務所　岸田　　周

“植生学”のススメ
森林官からの投稿

ています。
この植生図によって、施業実施計画図では

天然林の広葉樹林として同様に区分されてい
る小班でも、地形や標高によって、明らかに
異なる植生パ
ターンをみる
ことができた
のです。加え
て、管内全体
の植物の分布
状況を把握す
ることが可能
になり、海岸
から山地にか
けて、一定の植生パターン（大まかに分けて
３つ）を発見できました。
【海岸断崖地】海岸性のススキ・キク・ヨモギ
等が優占する高茎草原（黄色部分）
【海岸風衝地】イタヤカエデ・カシワ等が優占
する低木林（薄緑部分）
【日本海側山地】ブナを中心とした広葉樹林
（薄黄色部分）及びヒノキアスナロ（ヒバ）と
ブナの混交林（深緑部分）
今後、合自然的な施業（針広混交林・複層

林への移行）の導入など多様な森林づくりを
進めていく上では、地域特有の自然植生を把
握することが重要であり、また、開かれた国
民の森林として、森林教室や各種イベントを
実施する際には、地域の方々に地域特有の植
生分布状況を説明して、国有林が森林の持つ
公益的機能を維持・管理していることをPRし
ていく必要があると思います。
そのため

には、人工
造林地に限
らず天然林
についても
洞察を深め
ることが非
常に有意義
なことでは
ないかと思い、この度投稿しました。ただ、
まだ私も森林官1年目なので、まずは森林官と
して基本的な業務をこなしていけるよう日々
邁進していきたいと思います。

保護樹帯に残るヒバの巨木

小泊地区における植生図（一部抜粋）

小泊から竜飛崎にかけた海岸線
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い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
森
林
を
適
切
に
管
理
し
、

今
の
世
代
の
期
待
に
こ
た
え
る
と
と
も

に
、
多
様
で
健
全
な
、
よ
り
一
層
豊
か

な
森
林
と
し
て
、
子
供
た
ち
や
孫
た
ち

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、

国
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
東
北
森

林
管
理
局
の
使
命
、
役
割
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
森
林
管
理
局
の
全
職
員

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
使
命
、
役
割

を
よ
り
よ
く
果
た
し
、
地
域
や
全
国
の

皆
様
の
御
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
の
が
、

地
域
の
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
で
す
。

広
大
で
多
様
な
国
有
林
を
よ
り
よ
く

守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
私
共
職

員
だ
け
で
は
気
が
付
か
な
い
こ
と
、
行

き
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歴
史

的
に
も
、
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ

っ
て
国
有
林
が
よ
り
よ
く
守
り
育
て
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

ど
う
か
、
様
々
な
声
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
森
づ
く
り
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森
林
整
備
の
促
進
や
木
材
産
業
の
高
度

化
の
た
め
の
政
策
を
考
え
た
り
、
一
定

の
区
域
に
つ
い
て
具
体
的
な
森
林
整
備

の
計
画
や
実
行
を
担
当
し
た
り
、
さ
ら

に
は
国
内
森
林
関
連
産
業
保
護
の
た
め

の
貿
易
交
渉
や
森
林
病
害
虫
防
除
の
た

め
の
制
度
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

務
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

次
の
世
代
に
つ
な
が
る
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
東
北
地

方
は
、
役
人
生
活
駆
け
出
し
の
二
年
目

か
ら
四
年
目
ま
で
、
現
場
業
務
や
地
方

で
の
暮
ら
し
な
ど
を
一
か
ら
教
わ
っ
た

思
い
出
の
地
で
す
。
ま
た
、
森
林
に
恵

ま
れ
た
地
方
で
す
の
で
、
林
政
に
関
す

る
話
題
も
多
く
、
林
務
行
政
や
森
林
・

林
業
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒
に
、

様
々
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経

験
は
、
私
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

東
北
森
林
管
理
局
の
管
理
す
る
国
有
林

は
百
六
十
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
で

お
り
、
こ
の
面
積
は
、
日
本
の
全
森
林

の
十
五
分
の
一
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の

内
訳
も
、
我
が
国
を
代
表
す
る
秋
田
ス

ギ
、
青
森
ヒ
バ
の
美
林
、
世
界
遺
産
白

神
山
地
、
旺
盛
な
生
育
遂
上
に
あ
る
一

億
立
方
メ
ー
ト
ル
近
い
人
工
林
資
源
な

ど
、
国
民
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て

も
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
有
し
て

す
る
こ
と
は
人
類
の
将
来
の
た
め
に
非

常
に
大
切
な
こ
と
の
よ
う
に
思
う
の
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
用
途
で
金
属
製
品

や
石
油
製
品
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後
盛
ん
に
植

ら
れ
た
造
林
地
の
手
入
れ
も
滞
り
始
め

て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
木
材
資
源

を
生
か
す
た
め
の
専
門
的
職
業
に
つ
き

た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
林
野
庁

が
木
材
分
野
の
専
門
行
政
職
を
初
め
て

採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
応
募

し
て
入
庁
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
の
本
庁
の
ほ
か
、
地

方
で
は
、
山
形
県
、
秋
田
県
、
和
歌
山

県
、
北
海
道
に
勤
務
し
ま
し
た
し
、
米

国
で
も
一
年
半
に
わ
た
っ
て
森
林
経
営

の
実
情
や
理
論
を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
期
間
を
通
じ
て
、
国
内
の

東
北
地
方
の
山
々
は
美
し
い
秋
を
迎

え
、
ま
た
静
か
に
冬
の
準
備
を
始
め
て

い
ま
す
が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

九
月
一
日
付
で
新
し
く
森
林
管
理
局

長
に
参
り
ま
し
た
古
久
保
で
す
。

着
任
に
当
た
っ
て
、
簡
単
な
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
御
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
森
林
が
少
な
い
大
阪
の
生
ま

れ
育
ち
で
す
が
、
大
学
時
代
に
木
材
に

つ
い
て
学
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
、
昭

和
五
十
五
年
に
林
野
庁
に
入
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
二
度
に
わ
た
る
石
油
シ
ョ
ッ

ク
の
頃
で
、
有
限
地
下
資
源
の
枯
渇
に

よ
る
人
類
の
危
機
が
強
く
叫
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
他
方
、
私
が
勉
強
し
た
木
材

は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
と
太
陽
の

光
で
限
り
な
く
再
生
さ
れ
得
る
天
然
資

源
で
す
の
で
、
こ
れ
を
ど
ん
ど
ん
利
用

「
世
代
を
こ
え
た

国
民
の
期
待
に
応
え
る
」

東
北
森
林
管
理
局
長
　

古
久
保
英
嗣

着
任
挨
拶
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と
な
が
ら
、
悲
喜
こ
も
ご
も
、
い
ろ
い

ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
事
案
発
生
時
に
は
、

職
員
や
関
係
者
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
協

力
を
得
て
、
事
案
に
真
正
面
か
ら
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
結
果
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
私
自
身
に
と
っ

て
も
大
き
な
、
そ
し
て
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

新
任
地
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
経

験
を
糧
に
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、

加
え
て
、
東
北
森
林
管
理
局
の
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
別
れ
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

の
熱
い
意
見
交
換
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
一
員
と
し
て
は
、
率
直
な

思
い
と
し
て
、
一
定
の
達
成
感
と
安
堵

感
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、
職
員
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
の
ご
対
応
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
は
大
変
心
苦
し
い
か
ぎ
り
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
被
災
さ
れ
た
地
域
の

全
て
の
皆
様
に
安
全
で
安
心
な
生
活
を

一
日
も
早
く
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
べ

く
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ご
尽
力
い
た

だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
そ
う
し
た
対
応
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
、
現
在
国
民
の
皆
様
が
東
北
森

林
管
理
局
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
国
有
林
野
事
業
の
存
在
意
義
を

示
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
我
々
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
る
と
の
緊
張
感
を
も
っ
て
、

真
摯
な
対
応
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

在
任
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
、「
局
長
は
地

震
対
応
以
外
は
仕
事
は
し
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。」
と
冗
談
と
も
本
気
と
も

と
れ
る
、
厳
し
い
ご
指
摘
を
受
け
る
こ

と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
、

被
災
地
に
出
か
け
る
機
会
が
多
か
っ
た

こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
地
震
対

応
以
外
に
何
も
な
か
っ
た
と
い
う
の
は

全
く
の
誤
解
で
あ
り
ま
す
。
当
然
の
こ

に
掲
載
さ
れ
た
「
着
任
挨
拶
」
の
内
容

に
も
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
読
み
直
し
て
み
ま
す
と
、
そ
の
熱

い
思
い
と
裏
腹
に
、
残
念
な
が
ら
そ
れ

ら
の
ほ
と
ん
ど
を
具
体
化
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
林
野
庁
や
他
局
か

ら
の
応
援
も
得
る
中
で
、
職
員
の
皆
様

の
昼
夜
を
問
わ
な
い
ご
対
応
に
よ
り
、

内
陸
地
震
に
関
わ
る
災
害
復
旧
事
業
に

一
定
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
大
変
意

義
深
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
の
対
応

が
求
め
ら
れ
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
苦

労
も
尽
き
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
任
を
離
れ
る
私
が
軽
々
し
く

感
慨
を
述
べ
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
被
災
地
に
何
度
と

な
く
足
を
運
び
、
地
元
の
市
長
さ
ん
と

こ
の
た
び
、
九
月
一
日
付
け
で
北
海

道
森
林
管
理
局
長
に
異
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
七
月
に
東
北
森
林
管
理
局
に

お
世
話
に
な
り
、
以
来
一
年
一
か
月
と

大
変
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
若
干
の
心
残
り
は
あ
る
も

の
の
、
何
と
か
職
責
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

離
任
に
当
た
っ
て
、
一
年
一
か
月
前

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
自
身
に

と
っ
て
三
年
弱
ぶ
り
の
国
有
林
勤
務
で

あ
り
、
更
に
は
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

が
発
生
し
て
一
ヶ
月
後
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
と
肩
に
力
が
入
っ

た
状
態
で
の
着
任
で
あ
っ
た
と
い
う
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
本
誌

前
局
長
　

山

信
介

〜
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
〜

離
任
挨
拶

職員の拍手で見送られる山 前局長
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お問い合わせ先 

米代西部森林管理署

（見所の概要）
世界遺産白神山地を望む真

ま

瀬
せ

岳
だけ

へと向かう途
中、黒い岩肌をあらわにした滝が現れます。
周りを緑の木々に囲まれて薄暗く、天気の悪い
日には見つけるのが難しそうな滝ですが、晴れ
た日には周りの木々の緑色と岩肌の黒さ、水の
白いしぶきが絶妙なバランスを現します。
最近のトレッキングのブームも手伝ってか、

世界遺産を見渡せる二ツ森・真瀬岳を目指して
県外からたくさんの観光客が来ますが、この真
瀬渓流風景林の中にある黒滝は知る人ぞ知る名
所となっています。
名前の由来を白神山地に詳しい白神ネイチャ

ー協会に伺ったところ「春先や大雨以外は、水
がつたわり落ちる程度のため、玄武岩の黒い岩
肌が光って見えるため。」とのこと。
今年は幸いにも？大雨に見舞われ水量の豊富

な時の滝の写真が手に入りましたので、水量の
違いで色が違うところを見比べて見て下さい。
「えがったら本物どご見に来てけれ～。」

〒016-0815 秋田県能代御指南町3-45
電話番号：050－3160－5826 FAX：0185-54-5514

・国道101号から青秋林道を二ツ森方面へ車で30分、
途中真瀬岳・黒滝の看板から左折して10分ほど。
駐車スペースは2台程度。
（天気の悪い日は見落とす恐れがあります。）

交通アクセス

平常時の黒滝

増水時の黒滝


